
宝塚第一小学校区まちづ<り協議会広報紙

平成 27年度まちづ<り活動をご紹介 しています ♪
:本

年度もいろいろな活動を行いました ♪ |   ●

(写真狂 上段

第 7回 含同防災訓練

1月 16日 (土)10時 より、含同防災訓練を

宝i家第一小学校で開催しました。

今回は子ども向けのミニ)肖 防車や水消火、防災

防犯用ホイッスルを用意し、簡易担架など家族

で体験できる身近な訓練を中心に企画したこと

で、80人を越える園児や児童を含む260人
余りの参加者が得られ、昨年の参加人数を大き

<上回ることができました。

また事前に防災学習会と実行委員会を各 2回開

催 し、自治会やマンシ∃ン管理組合、地域の方

のご理解とご協力を得たことも、大きな推進力

はジャッキ救出]練、中段のテント内は煙道通過割練、下段は炊き出しの試
~2‐

)

となりました。 (写真下 :左は土嚢作り訓練、

(写真上 i左は防災釜での炊き出し、右は豚汁とアルファ化米の配給)

平成28年度 定期総会のご案内

宝塚第一小学校区まちづくり協議会の定期総会を下

記の日程で開催いた します。安全で安心なまちづくり

に関心のある方、是非お立ち寄り<ださい。

日 時 :5月 14日 (土)10時～

場 所 :宝 i家第一小学校 視聴覚室

議 事 :平成 28年度事業計画 0予算 (案 )、 ほか

右はアッパ君で子どもたちによる懸命の救急救命割練)
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子ども防災まつりとおもちゃ交換会を合わせた・

“イザ !力エルキャラバン"が、日乍年 11月 28日 ]

一小体育館と中庭で開催されました。       l

□5giIIE:7慮〒思賃雪言負撃冒F〕 坦潜Fi
合わせた新しい形の防災イベントです。      l

当日は一小つ子遊ぼう会主催で恒例のだんご汁会
:

も同時に行われ、子どもたちなど約500人が美味
壼

しいだんご汁をいただきながら、100人のボラン :

ティアスタッフによる)肖火、防災カルタ、担架訓練、l

防災紙芝居などのブースで楽し<防災を学びまし
i

た。 (写真 iまつりの最後に全員集合)

昨年 12月 10日、 3年生を対象に自転車教室を

開催 しました。市防犯交通安全課と交通安全協会の

指導の元、実技と座学が行われ、子どもたちは緊張

しつつも熱心に取り組んでいました。道路交通法を

守り自転車に正し<乗ることは、自分と周りの人の

命を守るということを学ぶよい機会となりました。

また本年度、下校時の児童見守り活動を始めまし

た。校区内には危険箇所が多<、 先生や保護者、地

域ボランティアの万々が見守り体制をとっています

が、まだまだ手薄な状態です。さらなる安全対策を

行うため、地域の子どもたちを守るお手伝いを一緒

にしていただける方を募集中です。

連絡先 :080-5700-5296(大 槻) ☆安全き
『

会
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昨年 10月 24日 に開催された一小まち協 10周  :

:こえ:百よE程「aF」こ「1警冒労想盆霧』寛:i
イベントを考えていきたいと思います。ゎ物珈勃稽形ヨ

女性コーラス∪。M.Eは
I

華をそえて<れました。 ・

(写真左;女性コーラス∪.M.巨)I

宝梅中学校の吹奏楽部は

関西のコンクールで銀賞

を と っ た す ば ら しい 演 奏  (写真上 ;宝梅中学校吹奏楽部)・

を披露して<れました。また、視聴党室で子育て部会 !

の人を中心に未就学児 :

の託児を行い、子育て中
l

の方にもゆつ<り とコ ロ

ンサー トを聴いてもら !
いました。 ォデ意こ絵 l

1月 31日 (日 )第一小学校で健康座談会が開催

されました。竹田保健師の講話の後、「私たちの健康

を脅かすもの」をテーマに3グループに分かれ、私

の健康法やもっと知りたいことなど日頃感じること

を話し合い、有益なご意見を多数いただきました。

また、 2月 12日 (金)神戸市東灘区にあるコー

プこうべ商品検査センターを見学しました。安全な

食品を提供するため、残留農薬や食品添加物、放射

能物質などを、地道に検査していてとても安心しま

した。

☆健康づくりのお問い合わせは26-7122冨 樫まで

(写真 :左は健康座談会、右はコープこうべ商品検査センター)



間含せ窓□ :一小宝梅ハウス 0797-57-9060 平日午前 10時～42時

第 10回  ―小もちつき大会

2月 24日 (水)10時 から―小もちつき大会が

行われました。

1995年 阪神淡路大震災の後に始まったこの会

も、一小まちづ<り 協議会が前身のコミュニティか

ら受け継いで 10回目。宝塚第―小学校は地震当初

から避難所となり、廃材を用いての炊き出しが行わ

れました。その経験を残しつつ、地域とのつながり

を大切にと、学校、育反会、地域が一緒になつて、

この会が今日まで続いています。

今年卒業を迎える児童たち203名 は、6年間ず

つと見守って<ださった地上或の方皮へのお礼をお餅

の接待と歌で伝え、そして地域からも子どもたちの

無事の卒業を祝う、楽し<温かい会となりました。

(写真i左は6年生のお餅つき、右は地1或の方におネLの歌を披露)

‐   場の  会
~

環境部会では水道水に注目し、昨年 10月 8日 宝

塚市上下水道局の惣川浄水場を見学しました。この

浄水場は川下川ダムから約8Kmの トンネルを通つ

て導水され、隣接の水質試験場では最新鋭のシステ

ムにより貯水池や浄水場、給水栓の水質試験を行つ

ています。

―小校区の上水は生瀬浄水場から配水されます

が、市内で稼働する6つ全ての浄水場では24時間

体制で水質検査と監視を実施しています。

見学後、住民の私たちができることは、天空から

与えられた水を大切に、そして川の水も各浄水場に

導水されるため、汚さないことだと思いました。

ズザ 方 霧

平成27年度 地域福祉ネットワ■ク会議,

「地i或情報のあり方について考えてみよう」

～さまざまな情報、その伝達手段は?～

1月 31日 (日 )西逆瀬川自治会館にて開催。市地域

福祉課、社協、地上或包括を進行役に「情報が得に<い

人はどんな人 ?」 「地1或で取り組めそうな工夫、方向

性について」をテーマに 32名の出席者がグループワ

ークを実施。「伝えたい情報、受けとる倶」が欲しい情

報、いかに伝えてい<か ?…」を話し含いました。

各グループから、昔ながらの掲示板の活用やご近所

のロコミなどが発表され、受け手の立場に立って無理

な<出来る小さな工夫の大切さと、地1或の現状の再認

識の機会になりました。 力を″三■会

長寿ガ丘焼き芋大会

2月 13日 早朝より、天候を気にしながら石焼き芋

機を温め準備。幸いにも終了まで雨も降らず、美味

しそうな焼き芋の匂いが漂います。この日が地域デ

ビューの生後一か月の赤ちゃんから ?歳まで、幅広

い世代約 80名が集い、おしゃべりや仲良 <遊んだ

りして、ホクホクの美味 しい焼き芋を皆でお腹いっ

ぱい楽しみました。

←焼き芋機貸し出します |



一年を振り返つて塩川会長総括 |
｀い ●●rゃ‐■●ヽ `い ●●ヽ 外 い ,`哺 tr● ■ヽ 、ぃ,ボ 嘔 u●コ事,■●出 tヽF・ ,^,′ 由 ●|●ぃ■ヽ卜い,■ ,,‐ど

「まち協 10周年そして次の 10年ヘ

住み続けたいまち防災福祉コミュニティづ<り」

古来、日本の街には、祭り、地車、)肖 防団…がありま

すが、一小校区は小林一三氏の実験都市のまさに中核地

域。震災から20年、温泉街はマンション街に急変し都

市化が進みコミュニティが希薄になりました。

地域で夏祭りや餅つきをする理由は「地1或の子どもは

地i或で育てる」とともに“近所の顔が見える関係づ<り "

が防災防犯の基本だからです。今年の夏祭り、雨で順延。

次の日の昼間開催し当日夕方撤収。祭りが終わり片付け

を呼びかけたところ多<の参加者に協力いただき、あっ

という間に片付きました。祭りの定着と蓄積が示された

瞬間でした。

コミュニティ 10年、まちづくり協議会 10年。「ず

つと住み続けたいまちへ」を合言葉にバ トンが受け継が

れ、“防災福祉コミュニティづくり"を ビジ∃ンに事業

を継続しています。防災連続学習会は恒lS」 となり (毎回

40人参加)、 秋の子ども防災には約 500人、含同防災

訓練には約 260人が参加。飛躍的に前進しました。し

かし、一時避難所などの整備や要支援者への対応など足

元の制度設計はまだ始まったばかりです。まち協のミッ

シ∃ンは持続的な社会、住み続けたいまちづくり。地域

課題は子育て、福祉、安全、環境、地i或交流の 5つの部

会で解決へむけて事業化しています。さらに広場円卓会

議は校区内の諸団体の情報交換の場であり、新たな地域

課題発掘と解決へ「協働」であたります。議題に上がっ

たのは保育所不足、待機児童問題、宝i尿 ホテル撤退、一

時避難所など歩いて行ける集会所の整備です。まち協発

足 10周年、次の 10年へ確かな歩みを続けて行きまし

よ つ 。   (写 真 1塩尾寺倶」からgJlめた宝1家南□駅周辺)

―〃lまう協の最新情報をネットで検索♪

小まちづ< 検索したら、『ボランタリーライフ ip

第一小学校区まちづくり協議会』を見つけてクリック

して<ださい(へ_→ ―☆ ※最近のアクセス数は平均」90回 /日

宝塚第―小学校区まちづくり協議会の拠点である

宝梅ハウスは、9人のボランティアで支えられてい

ます。この 9人は|1頁番に当番として午前中ハウスに

在駐し、その管理や清掃、花壇のお世話を行つたり、

ハウス利用者の受付けや応対をしています。

月 1回の運営委員会ではみんなでお茶を飲みなが

らハウスの課題などを楽し<話 し合い、運営にあた

っています。そのほか、夏まつりや含同防災訓練な

どでも活躍し、一小まち協にとってな<てはならな

い存在です。

皆さんもちょっとボランティアとして、月 1回の

お当番でもいいので、お手伝いして<ださい。

利
用
時
間

A   9B寺 ～ 120寺
利用時間帯はご相

談に応じます
B  13時 ～16時

C  17時 ～20時

利
用
料
金

1階   500円 月 によ り、冷暖房

費 を 100円 追加

徴収 します
2階   1,OOO円

*E日届」、コピー、ラミネー トもご利用ください。 (有料)

*月 0翌 日～土曜日の 10時～ 12時まで担当者が在室。

*詳細は電話にてお問い合わせくださいこ

電話 &フ ァクス 0797-57-9060

人権・市 民集会

2月 20日 (上)10時より校区人権啓発推進委員

会主催による一小児童の学年届」人権作文と人権標語

の発表会が行われ、引き続き山根喜代浩先生 (イ ンタ

ーネット禾」用ア ドバイザー)による「スマホの光と影

2016～ 所持する責任と所持させる責任～」をテー

マにした講演がありました。社会が「無縁」から「結

縁」に動<中で、インターネットが「電縁」として合

致し、普及が進んだ。小6生のケータイ所有率は昨年

兵庫県が61%(全 国平均58%)で 、3年間でほぼ

倍増。子育てにスマホを使う親がいるが、パネルの大

を上手にタッチする子が生きた大にもタッチして噛

まれるなど、五感が発達しない。親子で使用時のルー

ルを決めるとか、子どもの顔も見て会話しましょう。

(写真 :左は児童の作文発表、右は山根先生の講演)
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